
SOHO－スモールオフィス・ホームオフィスという言葉を耳にするようになって久しい。しかし、あらためて「SOHOとは何か」と問われると答え

に詰まるのではないだろうか。そこで今回の特集では、本誌が考えるSOHOを明確にし、そのうえで現実的な、実用のためのSOHOのモデルを提

案する。そして、そのモデルを目指してアナログ回線からISDNへ、1台のコンピュータから複数台のネットワークへ、さらにサーバーマシンの導入

へと段階を追って解説していく。まだインターネットを利用していない人からすでにISDNでインターネットを楽しんでいる人、今後SOHOで仕事

をしたいと本気で考えている人まで、趣味のウェブサーフィンとは異なるSOHOを目指して読み進んでもらいたい。

ISDNとダイアルアップルーター

誰でもできる

の作り方

SOHO作りの
4ステップ

MN128-SOHO/DSUで
ISDNを導入しよう
【目標】●ISDNでインターネットと電話

を同時に使えるようにするなる。
●ダイアルアップを意識せずに
インターネットにアクセスする。

予算:80,000円

複数のコンピュータを
接続しよう
【目標】●それぞれのコンピュータの

中にあるファイルを共有する。
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予算:Step1+13,000円
(追加コンピュータ1台毎)

h d
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から始める
インターネットマガジン編集部＝編

執筆協力＝菊地宏明／山田祥平

Photo :picatti dandolini

常時接続で
快速・快適インターネット！
【目標】 ●いつでもメールを受信

●WWWサーバーで情報発信
●ドメイン名を取得して
バリューアップ

ウィンドウズNTで
サーバーを導入しよう
【目標】 ●サーバーソフトで

仕事の協調性アップ
●ウィンドウズ-
マッキントッシュ間の情報共有
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予算:Step2+800,000円

予算:Step3+55,000円
(+38,000円/月)

q f
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開発部門の仕事は
SOHO向き

「社内と同じ環境」
がキーワード
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誰でもできるSOHO環境の作り方の具体的な
解説を始める前に、現実にSOHOで仕事をこ
なしている先人たちの例を2件紹介しよう。い
ずれも、最初からSOHOで仕事をしていたわ
けではなく、必要性があって少しずつその環境
を構築していった。それらの環境や仕事のスタ
イルが、そのまま誰もに当てはめられるわけで
はないが、「SOHOすることの意味」は感じて
もらえるはずだ。

現実的な
SOHOは
仕事を
快適に変える

「自分のスタイルで
気持ちよく仕事がしたい。
だからフレックスプレイス」

↑本社に出社するのは月に2～3日という設楽さんの自宅は、理想的なSOHO環境が整っている。

（株）ビー・ユー・ジー

自のスタイルで仕事をしたほうが効率

が上がるし、なにより気持ちがいいと

いうわけだ。

この制度によって、ひと月に2～3

日しか会社に顔を出さない（？）とい

う人もいる。「プロジェクトプランナ

ー」の設楽さんだ。プロジェクトプラ

ンナーとは、さまざまな企業からシス

テムの受注を受け、基本設計から開

発スケジュールのマネージメントまで

全般的に行うという仕事。仕事柄、

クライアントとは密接に会って話をす

る必要はあるが、社内スタッフとは主

に電子メールやニュースグループで連

絡や報告、打ち合わせを行うと言う。

自宅の「SOHO度」は高く、混在す

るウィンドウズマシンとマッキントッ

シュをイーサネットで結び、外部とは

ISDNで、さらに会社とは公衆回線か

ら専用線を経由して接続されている

（公専接続）。社内にいるのとまるで変

わらない、うらやましい環境を実現し

ている。会社と公専接続するというの

はさすがに一般的には難しいかもしれ

ないが、それ以外はまさにSOHOだ。

現在、最も現実的なSOHOのひと

つであるフレックスプレイス。そのき

っかけは「気持ちよく仕事をしたい」

という気持ち。それを実現したのは、

社内にいるのと変わらない仕事環境を

生んだコンピュータとネットワークだ。

この気持ち、目的意識と現実の環境。

これからSOHOを目指す人たちは参考

になることだろう。

札幌にあるシステムハウス、ビー・

ユー・ジーは、この記事でも紹介して

いるMN128-SOHOの開発元でもあ

る。社員は100人強。その8割を占め

る開発部門のスタッフが「どこで仕事

をしてもよい」というフレックスプレ

イス制度を利用している。社内のコン

ピュータがLANで結ばれているのはも

ちろんだが、これはSOHOという規模

ではない。フレックスプレイス制度を

利用する社員の自宅がSOHOなのだ。

この制度では、パソコンをはじめと

する機器類は会社から貸与、さらに

ISDNなどの通信インフラを利用する

場合のために通信費まで支給される。

この制度を利用して自宅などで仕事を

する場合にも、会社内にいるのと同じ

ように社内のリソースにアクセスでき、

他のスタッフと協調作業を行うことが

できるようにしているわけだ。連絡や

報告書は電子メールで行い、開発中

のソフトウェアなどはファイルの共有

やFTPでやりとりする。開発部門の仕

事は、チームの中での開発計画が決定

し、各パートごとの実作業になってし

まえば、作業は個人単位ですることが

多い。だからこそ各自のペースで、各
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「孤島でトラブルがあったら
自分で対処するしかない。
そのくらいの覚悟も必要」

PAGE FIELD INC.

共同作業には、
データ共有が必須

サーバーを行き来
する人たち

在宅スタッフ、
その名もSOHO's

アートディレクター
がシステム管理者

↑これがオフィスの要のファイルサーバー。黙々と働いている。

毎月毎月、分厚いインターネットマ

ガジンのデザインワークを担当してい

るのがPAGE FIELD INC.だ。実際に

オフィスに来てデザインをする人間は

6人くらいだが、毎月300ページを超

える量をこなすために、共同でデザイ

ンを担当している他の事務所の人やイ

ラストレーター、カメラマン、

SOHO'sと呼ばれる主婦スタッフを合

わせると、実に20人にもなる。編集部

サイドでは15人からなるスタッフが、

編集作業をしている。働いている場所

も時間も異なるスタッフが1つのものを

作るにはネットワークを使ったデータ共

有をする必然性があるのだ。

拠点となるオフィスにはファイルサ

ーバーが2台あり、ARA（Apple

Remote Acsess）やインターネットを

通じて完成した誌面のデータやイラス

トや原稿などのパーツのデータがそこ

に置かれる。各スタッフは、オフィス

に足を運ぶことなくここにアクセスし

てくるのだ。

とにかくたくさんのアクセスがある

以上、サーバーが落ちてしまうことは

許されない。そのため、受け口のサー

バーはARAのほかにFTPサーバーも立

ち上がっている。トラブルに備えてバ

ックアップの手段を用意してあるのだ。

それに加え、仕事をするスタッフは

アナログ回線の人もいればISDNの人

もいる。インターネットを使う人もい

ればARAでアクセスする人もいるわけ

で、ネットワーク環境はまちまち。そ

れらすべてに対応しなくては、SOHO

は実現できない。万全のバックアップ

システムとアクセスする人たちの環境

に対応したシステム構成は、本格的に

SOHOを稼動するには必須のものなの

だ。

PAGE FIELD INC.では、主婦のス

タッフを抱えている。その名も

SOHO's（ソーホーズ）だ。彼女たち

は、家を仕事場にしてインターネット

マガジンの記事をデザインしている。

電子メールやファックスで仕事が来る

と、締め切りまでに家で仕事をこなし、

インターネットやARAを通じて完成し

たデータを転送するというスタイル。

SOHO'sのメンバーの中には2児の母

もいるくらいで、各自が仕事と生活を

両立させながら仕事をしているという

わけだ。

その中の1人である市川裕子さんの

お宅に行ってみると、マッキントッシュ

のパフォーマと28.8kbpsのモデムが部

屋の一角にちょこんとあるだけ。それ

が彼女のホームオフィスとなっている。

それだけとはいえ、機材を一式揃える

のは結構な出費になるという。個人が

SOHOを始めるうえで一番苦労するの

は、意外とマシンの購入や通信などの

費用のやりくりだったりするのかもし

れない。

もっと便利にしたいと思いつつシス

テムを更新していったPAGE FIELD

INC.代表の岡田志乃助氏だが、最近

ではアートディレクターの仕事よりネ

ットワーク管理に忙しい！？ 程度の差

はあるが、ルーターを手にした瞬間か

らネットワーク管理者という世界に足

を踏み入れざるえないということを強

く意識したという。設定や運用も自分

でこなす岡田氏は、「スモールオフィス

は孤島のようなもの。問題は自分で解

決するしかない。ただ、この孤島には

“電話”はあるんですけどね」と言う。

無人島に流されたら、家を建てるのも

火を起こすのも、自分の手でやるしか

ないのだ。しかし、SOHOを実践する

のであれば、そのくらいの覚悟が必要

ということなのかもしれない。
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接続するという
意識をなくすこと
が重要
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自宅で、小規模なオフィスで仕事をしている人はたくさんいる。では、
それはSOHOと言えるのだろうか。何がSOHOであり何がSOHO
ではないのか。ここでは、SOHOという言葉の意味を再確認し、そ
のうえで現実的なSOHOとはどのようなものかを提言していく。

オフィスと
同じ感覚で

ることがき仕事がで
現実的な
SOHOの条件だ

「会社に行く」
意味を
SOHOが変える

どこでもオフィスと
同じように
仕事ができる ■理想のSOHO作りの4ステップ

目的 作業

ネットワークに「接続する」意識を捨てる ダイアルアップルーターの導入1

複数のコンピュータで情報を共有する ネットワークで共有設定を行う2

コラボレーションの推進 サーバーの導入3

リアルタイムでの情報受信 常時接続回線の導入4

現在、「会社に行く」ということは、

「会社にある様々なリソースを使って

仕事をする」ということを意味してい

る。机という場所からコンピュータを

使って社内、社外のネットワークにア

クセスし、そこにある様々な情報を処

理する。連絡や報告を行う。あるいは

スタッフと顔を合わせての会議。

しかし、自宅で仕事をしていても、

各種連絡や報告書は電子メールで、

会議でさえものによってはメーリング

リストやニュースグループで代用でき

る。SOHOが実現して社外からでも自

由に社内のリソースにアクセスし、他

のスタッフとのコラボレーションが可

能になると、「会社に行く」ことは、

そこでしかできない仕事、「複数の人

間が同じ時間と場所を共有しなければ

ならない仕事をする」ということに変

わる。逆に言うと、これ以外の仕事

は、SOHOで可能だということだ。

SOHO－スモールオフィス・ホーム

オフィス。

この特集では、外部とインターネッ

トなどのネットワークで結ばれたコン

ピュータによって、必要なリソース

（所属する企業や取引先企業内のネッ

トワーク、インターネット上にある各

種情報）にどこからでもアクセスでき

る、つまりどこからでも情報の交換と

共有ができる環境を有効活用した仕

事の形態を、SOHOと考える。そし

てSOHO環境とは、それを実現できる

コンピュータとネットワーク環境だ。

趣味のインターネットとは違い、これ

にはISDN（または専用線）に接続さ

れたコンピュータと電話が最低限必要

となる。

しかし、これはSOHOとしては最低

限の環境であり、その出発点である。

ある会社のスタッフが自宅で勤務する

ようなホームオフィスを考えた場合、

いちいちダイアルアップネットワーク

のアイコンをクリックして会社のリソ

ースにアクセスしているようでは、仕

事の効率は上がらない。

重要なのは、自宅にいてもオフィス

のデスクの上にあるパソコンを操作す

るのと同じように社内リソースにアク

セスでき、コラボレーションできるこ

となのだ。

どこにいてもオフィスと同じように

仕事ができる環境作り。そのための第

一歩は、あえて「接続するという意識

を忘れること」だ。前記のような最低

限の環境からISDNとダイアルアップ

ルーターに換えれば、ブラウザーやア

プリケーションから「わざわざ接続す

る（ダイアルアップする）」という意識

なしに必要なリソースにアクセスする

ことができるようになる。SOHOには

この意識が重要なのだ。追加のコンピ

ュータが必要になったら、これもネッ

トワークに接続する。複数のコンピュ

ータのファイルを共有することによっ

て、フロッピーディスクでのデータの

やりとりから脱却するわけだ。

そしてもっと大きな規模が必要にな

ったら、サーバーマシンとサーバーソ

フトを導入する。これによってLANで

結ばれたコンピュータ同士や外部との

本格的なコラボレーションが実現し、

またどこからでもオフィスのリソース

にアクセスすることができるようにな

る。この上に常時接続の回線を引け

ば、SOHO環境としては完璧。さら

に独自のドメイン名を取得すれば、会

社としての「看板」まで掲げられるこ

とになる。今回の特集では、到達点

としたい。
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基本は
アナログの
ダイアルアップ接続

予算と目的に
応じた
4つのステップ
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左ページでは、SOHOとは何か、SOHOに必要な環境と
は何かということを書いた。このページでは、現実的で
快適なSOHOのための環境の完成を目指して、特集が
どのようなステップを踏んで進んでいくかを説明したい。

テ

S誰

ッ

Oで

プ

H
Oで
き
る

作

も
り
の
4
ス

■理想のSOHO作りの4ステップ

MN128SOHO/DSUでISDNを導入する

MN128
SOHO/DSU

イーサネット
ケーブル

イーサネット
ボード

ISDN申込書

いまあるものに+80,000円
複数のコンピュータを接続する

イーサネットケーブルイーサネットボード

step1+13,000円

ウィンドウズNTでサーバーを導入しよう

サーバー
マシン

ウィンドウズ
NTサーバー

エクスチェンジ
サーバー

step2+800,000円
常時接続回線を導入する

OCNエコノミー申込書

step3+55,000円+38,000円/月

ターミナルアダプター

前述のように、SOHOといってもそ

の規模によって大きく異なる。何もな

いところにいきなり専用線を引いてサ

ーバーを立てるのは、100万円単位の

コストがかかるだけでなく、技術面で

も運用面でも無理がある。そこで、こ

の特集ではいくつかのステップに分け

て進めていく。ベースとして想定した

のは、ごく一般的なダイアルアップで

インターネットを使っているユーザー

の環境だ。アナログ回線とモデムでイ

ンターネットに接続されたコンピュー

タと電話があるという状況から、ステ

ップを踏んで解説していきたい。

Step1では、まず「ネットワークに

いちいち接続する」という意識を取り

除くことと、電話しながらでもインタ

ーネットにアクセスできることを目的

として、ISDNとダイアルアップルータ

ーを導入する。必要なものは、ISDN

回線とダイアルアップルーター（ここ

ではビー・ユー・ジー社製のMN128-

SOHO/DSUを使用するが、他のメー

カー製のものもある）の他に、イーサ

ネットボードとイーサネットケーブル。

これらの合計予算は8万円弱だ（コン

ピュータ自体は予算に入れていない。

以下同様）。

Step2では、Step1の環境にさらに

コンピュータを追加し、お互いにファ

イルを共有することを目的とする。必

要な機材は、追加するコンピュータの

台数分のイーサネットボードとイーサ

ネットケーブル。予算はStep1に追加

して、コンピュータ1台につきボードと

ケーブルで1万3000円程度。ただし、

今回モデルケースとしたMN128-

SOHO/DSUではイーサネットのポー

トが3台分しかないため、4台以上の

コンピュータを接続する場合には、ハ

ブの予算として1万円程度追加する。

また、Step1、2とも、各機器の接続

方法から設定方法まで、実用に即し

て解説していく。

Step3は、いよいよウィンドウズNT

サーバーとサーバーマシンの導入だ。

このステップではサーバーマシンを含

んで予算を組んだ。サーバーマシンと

OS、マイクロソフト・エクスチェンジ

サーバーやネットスケープ・スイート

スポットといったサーバーソフト1セッ

トを使用するとして、予算はサーバー

マシン40万円＋ソフトウェア40万円

の計80万円といったところだ。

ただし、今回の特集ではサーバー

OSとサーバーソフトの具体的な設定

方法や運用方法までは解説せず、こ

れらを導入することによって何ができ

るのか、何が変わるのかを解説するに

とどめた。

そしてStep4では、常時接続の回

線の導入について解説する。常時接

続といっても、SOHOのレベルでコス

ト的に現実的なOCNやODNなどに絞

って、そのサービス内容や導入方法と

運用コスト、それに独自ドメイン名の

取得方法などを含めて紹介していく。
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■Step1に必要な機材

イーサネットボード
実勢価格12,000円程度
ルーターとコンピュータを結ぶためのネ
ットワークボード。今回は10BASE-Tと
いう規格のものでよいが、より高速な
100Base-Tまで対応しているものを購入
すれば、将来の拡張にも対応できる。

ISDN回線（申込書）
初期費用2800円（最低費用）
ISDNの申込書はNTTの各支店にある。
工事費用は、その作業の依頼内容によ
って違ってくるので、書類をもらうとき
に相談してみるといい。

ダイアルアップルーター
69,800円（実勢価格60,000円程度）
今回はNTT TE東京のMN128-SOHO/
DSUを使用した。DSUなしのモデルもあ
るので、すでにISDNを導入しているユ
ーザーはそちらを選んでもいいだろう。

イーサネットケーブル（10BASE-T）
実勢価格1,000円程度
10BASE-Tと呼ばれる規格のネットワー
クケーブルで、電話のモジュラージャッ
クを大きくしたような形のRJ-45という
規格のコネクターが付いている。3mと
か5mとか、必要十分な長さのものを選
ぼう。

続する必要があるときには、アプリケ

ーションを起動したのちにダイアルア

ップネットワークが起動して、数十秒

待たされていることだろう。この状況

は、趣味としてインターネットを利用

している分には、それほど不便さを感

じないかもしれない。しかし仕事で使

うには、なにしろ電話やファックスと

インターネットが同時に使用できなく

てはしょうがない。

このような理由から、実用的な

SOHOを作るためのStep1の目的は2

つ。1つは、アナログ回線からISDNに

切り替えることで、単純に電話とイン

ターネットを同時に使用できるように

すること。もう1つは、TA（ターミナ

ルアダプター）ではなくダイアルアッ

プルーター（以下ルーター）を使うこ

とによって、インターネットや会社の

ネットワークなどへ「いちいち接続す

る」という意識をなくすことだ。

ルーターを使う理由はもう1つある。

TAでは接続したコンピュータだけしか

インターネットに接続できないが、ル

ーターではネットワークで接続された

コンピュータならどこからでも接続で

きる。将来的にコンピュータが増えて

も、これで対応できるためだ。

MN128-SOHO/DSUで
ISDNを導入しよう！
Step1では、すでにアナログモデムでインターネットに接続している状況をもとに、
回線をISDNに変更し、ダイアルアップルーターでインターネットとコンピュータ
を接続する方法を解説していく。

合計　約80,000円

+80,000円

ISDNとダイアル
アップルーターを
使う理由

いまある
ものに

【Step1の目標】

●ネットワークに
「いちいち」アクセスする

意識をなくす

●インターネットと
電話を

同時に使用する

▼

インターネットのユーザーの大多数

はモデムと電話を1本の電話回線で使

用していることだろう。ここでは、そ

んなユーザーのインターネット環境を

スタート地点でありベースの環境とす

る。

1本の電話回線でモデムと電話を使

うということは、当然電話やファック

スとインターネットは同時には使えな

いわけだ。また、インターネットへ接
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80,000円で
機器を揃える

機器の接続

インターネット 

電話 

アナログ回線 

アナログモデム 

PC

インターネット 

電話 

ISDN回線 

ダイアルアップルーター 

PC

ファックス 

Step1で作る環境は、ダイアルアップルーターとISDN
回線でインターネットへ接続すること。インターネット
と電話かファックスを同時に使用することができるよう
になることが目標だ。 

スタートの環境はアナログモデムを使ってすでにインタ
ーネットに接続してあること。電話またはファックスは、
モデム経由で接続しているものとする。もちろんインタ
ーネットと電話などは同時に使えない。 

すでにご存じのこととは思うが、

ISDN1回線は64Kbps2回線分の回線

容量があり、実際の通信はこれを2つ

のチャンネルに分けて行う。そのため

データ通信と電話やファックスなどを

同時に使ったり、64Kbpsを2回線束

ねて128Kbpsで通信したりすること

が可能なのだ。

電話とインターネットの同時利用の

利点については、もうおわかりだろう。

インターネットなどに接続しているあ

いだは電話もファックスも受けられな

い、では自身だけでなく送信する側も

仕事のチャンスを逃してしまう。

2つ目の目的、「いちいち接続する

という意識をなくす」というのは、ど

ういうことなのか。会社にいるときに

は、そのネットワーク上にあるリソー

スを利用するときに、いちいちアクセ

スするという意識はない。つまり、「接

続する意識をなくす」というのは、

SOHOでもそれと同じ感覚で会社やイ

ンターネット上にあるリソースを利用

できる環境を作るということなのだ。

これら2つの目的を達成するために、

すでにあるコンピュータ以外に必要な

機材は、ISDN回線とダイアルアップ

ルーター、イーサネットのボードとケ

ち会うこともある。また、どうしても

心配なら申し込み時に納得がいくまで

説明を受けるか、工事費用はかかるが

工事まで依頼すればいい。

これらの機器を下図のように接続す

るわけだが、作業は難しくはない。

まず、パソコンのカバーをはずして

イーサネットボードを差し込む。しっ

かりセットできたらカバーを戻して、

イーサネットボードとルーターをイー

サネットケーブルで接続する。

次に室内のモジュラージャックとル

ーターをケーブルで接続し、電話やフ

ァックスをルーターのアナログポート

にケーブルで接続する。

最後にコンピュータとルーターの電

源を入れてそれぞれの機器の設定をす

れば（次ページ以降で解説）終了だ。

このなかでいちばん面倒なのは、イ

ーサネットボードをコンピュータに差

すときに、コンピュータ本体のカバー

を開けることくらいだろう。

次ページからは、機器の接続後の

イーサネットボードやルーターの設定

方法を解説していく。ルーターという

と難しそうだが、ここでは設定の簡単

なものを紹介しているので、心配しな

いでチャレンジしてみよう。

ーブルだけ。見出しに大きく掲げたよ

うに、これらの機材の購入に必要な予

算は8万円弱。内訳は実勢価格でル

ーターが約6万円、イーサネットボー

ドが約1万2000円、ケーブルが約

1000円、そしてISDNの初期費用が

約3000円、合計で8万円弱と見積も

っている。ルーターは初めてISDNを

引くということを考えてDSU付きのタ

イプを、ISDNの自宅内の工事はNTT

に頼まずに自身で行う場合を想定し

た。

またStep1の要となるルーターは、

モデルケースとしてNTT-TE東京の

MN128-SOHO/DSUを取り上げた。

このルーターは、その名のとおり

SOHO向けの製品で、ISDNはもちろ

ん専用線にも対応しており、将来この

回線を導入することも可能になってい

る。SOHOに必要なアナログ回線用

のポートも2つ装備されており、電話

とファックスを同時に接続することが

できる。それでいて、この種の製品の

中では安価な6万9800円（DSU付

き：実売価格は6万円程度）という価

格を実現している。

ISDN回線については、自宅内工事

を自身で行うという設定で、想定導

入費用は2800円。工事といっても室

内のモジュラージャックからルーター

までをケーブルで結ぶだけだ。ただし、

この場合でもNTTの工事担当者が立
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SOHO環境を構築する手順は、コンピュータをLANで接続するからことから始
まる。今回利用するダイヤルアップルーター「MN128-SOHO/DSU」は
10Base-Tタイプのイーサネットのインターフェイスに持つため、コンピュータ
が10Base-Tを利用できるようにするのが第一歩だ。

ウィンドウズマシンでは、イーサネ

ットインターフェイスを備えた機種は

少ない。未装備の機種もNIC（Net-

work Interface Card）と呼ばれ

る拡張スロットに挿入するカードか、

PCカードスロットに装着するPCカー

ドが利用できる。どちらも1万円前後

から製品が用意されている。

ハードウェアを新規に購入する場合

は、利用するOSに対応していること、

接続可能なネットワークが10Base－

Tイーサネットであること、PCIバスや

ISAバスなど自分のコンピュータで使

用するバス（スロット）形式を確認の

上で購入する。最近では伝送速度が

100Mbpsのイーサネットの規格

100Base-Tも利用可能な製品も販売

されているが、今回使うMN-128-

SOHO/DSUはイーサネット用に

10Base-Tを備えるため、10Base-T

用のボードで十分だ。

イーサネット
インストール

ボードの

ハードウェアの
設定

1コンピュータのカバーを開けて、イーサ

ネットボードを装着する。バススロット

の種類は、使用するイーサネットボード付属

のマニュアルを参照すること。コンピュータ

本体にねじ止めすることも忘れずに。

1ウィンドウズ95を起動させると、新規に組み込

んだハードウェアを自動認識し、ハードウェアを

組み込むためのハードウェアウィザードが呼び出され

る。指示に沿って設定していこう。

2組み込むドライバーソフトの名称は、ハードウ

ェアのインストールマニュアルに記されているの

で、マニュアルを見ながら進めていく。もしウィンド

ウズ95に標準でドライバーソフトが組み込まれていな

ければ、「ディスク使用」ボタンをクリックし、ハー

ドウェアに添付されるフロッピーディスクに収められ

ているメーカー提供のソフトを使う。

2コンピュータのカバーを装着したら、イ

ーサネットボードにイーサネットケーブ

ルのコネクターを差し込み、次にMN128-

SOHO/DSUのイーサネットポートに接続す

る。ISDNのポートとコネクター形状が同じ

なので間違えないこと。接続後、MN128-

SOHO/DSUの電源を入れておく。

ハードウェアの
接続

ウィンドウズ

D
Ethernet
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ソフトウェアの
追加

1必要な「TCP/IPプロトコル」、「Microsoftネッ

トワーククライアント」、「Microsoftネットワーク

共有サービス」はウィンドウズ95に標準で収められて

いる。それぞれコントロールパネルの「ネットワーク」を

開き、「ネットワークの設定」タブのウィンドウにある

「追加」ボタンをクリックして「ネットワーク構成フ

ァイルの追加」ウィンドウを出してから以下のように

設定する。

ソフトウェアの
設定

1前記のソフトウェアを追加したら、続い

て「現在のネットワーク構成」ウィンド

ウにある「TCP/IP->イーサネット接続ハー

ドウェア名（使用しているイーサネットボー

ドの名称が表示される）」のプロパティーウ

ィンドウで設定を行う。

2TCP/IPプロトコルを追加する「インストールす

るネットワーク構成ファイル」ウィンドウの「プ

ロトコル」→「追加」をクリックし、製造元

「Microsoft」、ネットワークプロトコル「TCP/IP」

を選択して「OK」をクリックする。

3「Microsoftネットワーククライアント」を追加

する「インストールするネットワーク構成ファイ

ル」ウィンドウの「クライアント」→「追加」をク

リックし、製造元「Microsoft」、ネットワーククラ

イアント「Microsoftネットワーククライアント」を

選択して「OK」をクリックする。

4「Microsoftネットワーク共有サービス」を追

加する。「インストールするネットワーク構成フ

ァイル」ウィンドウの「サービス」→「追加」をク

リックし、製造元「Microsoft」、ネットワークサー

ビス「Microsoftネットワーク共有サービス」を選択

して「OK」をクリックする。

2「バインド」ウィンドウで「Microsoft

ネットワーククライアント」、「Microsoft

ネットワーク共有サービス」設定を選択する。

3「WINS設定」ウィンドウで「WINS

の解決をしない」設定を選択する。 4「IPアドレス」ウィンドウの「IPアド

レスを自動的に取得」設定を選択して

「OK」をクリックする。

5もう一度「ネットワークの設定」ウィ

ンドウに戻り、使用しているイーサネ

ットボードのプロパティーからバインドウィ

ンドウを表示させ、「TCP/IP->イーサネッ

トボードの名称」を選択する。
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マッキントッシュの場合も、基本的にはウィンドウズと変わ
らない。マッキントッシュ自体で10Base-Tを利用できる
ように接続して設定することから始めよう。

まずは10Base-Tに対応したマ

ック用のイーサネットボードかPC

カードを用意する。購入時には、

利用モデルに対応した製品で、

10Base-T対応の製品がよい。イ

ーサネットAAUIコネクターを備え

た製品も出回っているが、この製

品は直接10Base-Tケーブルを接

続できず、10Base- Tアダプターを

購入する必要が出てくる。Pow-

erMacシリーズには、最初から

10Base-Tコネクター（電話のモジ

ュラーコネクタを一回り大きくし

たサイズ。RJ-45コネクターとい

う）を備えたモデルがあり、このタ

イプならボード、カード類を別途購

入する必要はない。また、イーサネ

ットAAUIコネクターを備えたマッ

クを利用する場合は、10Base-T

アダプターを購入する。このアダプ

ターをイーサネットAAUIコネクタ

ーに装着すれば、10Base-T対応

に早変わりする。

ハードウエアの
接続
マッキントッシュの電源を切っ

たうえで、ハードウェアのマニュ

アルの指示に従って、ボードを設

置する。

10Base-Tのケーブルでマック

とMN128-SOHO/DSUのイーサ

ネットポートを接続させる。ISDN

のポートとコネクター形状が同じ

なので間違えないよう気をつけよ

う。接続後、MN128-SOHO

/DSUの電源を入れ、マッキント

ッシュを再起動する。

ソフトウェアの
設定

マッキントッシュのソフトの設定

は、システムのバージョンによって

異なる。そこで、最新版でのOpen-

Transportと、従来のMac TCP

両方の設定を説明する。

MacOS7.6等のOpenTransportでの設定

1アップルメニューの「セレクタ」の

ウインドウで「AppleTalk」を

「不使用」から「使用」の設定に変える。

2コントロールパネルの「Apple

Talk」のウインドウで「経由先」

にEthernetを選択する。すると設定を

保存するダイアログが現れるので、「保

存」をクリックする。

3続いて、コントロールパネルの

「TCP/IP」のウィンドウを開き、

「経由先」をEthernetにする。「設定方

法」は「DHCPサーバを参照」にする。

漢字TalkのMacTCPでの設定

4「詳しく...」ボタンをクリックし、

詳細設定のウィンドウを表示させ

る。「アドレス取得」は「サーバから」

にし、「ゲートウェイアドレス」を

「0.0.0.0」にする。コントロールパネル

を閉じ、マッキントッシュを再起動さ

せれば、TCP/IP対応アプリケーション

の準備は終了だ。

3続いて、コントロールパネルの「Mac

TCP」のウィンドウを開き、Eth-

ernetアイコンを選択する。ここで間違

えてEtherTalkを選ばないように注意。

2コントロールパネルの「ネットワー

ク」のウィンドウで「Apple Talk

接続方法」からEtherTalkアイコンを

選び、コントロールパネルを閉じる。こ

れで、AppleTalk対応のアプリケーシ

ョンがイーサネットで利用可能となる。

1アップルメニューの「セレクタ」の

ウィンドウで「AppleTalk」を「使

用」に設定する。

マッキントッシュ
イ
ー
サ
ネ
ット

ボ
ー
ド
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
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（M SOHO/DSU）N128-

イーサネットボードの設定が終わったら、ダイアルアップルーターMN

128-SOHO/DSUの番だ。ここでコンピュータ、回線、電話との接続か

らルーターの設定までを行えば、インターネットへ接続できるようになる。

室内のモジュラージャックとルータ

ーの「ISDN U」ポートをモジュラー

ケーブルでつなげる。このときTERM

スイッチはONにしておく。そして、ア

ナログポートに電話機をつなげて設置

テストを行おう。電話機から延びるモ

ジューラーケーブルをアナログポート

のどちらかに差し込み、電源スイッチ

を入れる。動作確認のため、電話機

の受話器をあげ、電話をかけてみよう。

うまくいかないときは、電源を切って

から、REV NORスイッチを切り替え

てからもう一度試してみよう。

最後に、パソコンとをつなぐ

10Base-TケーブルをETHERNETと

書かれたポートに接続するが、場所は

関係ないので、どこに接続してもかま

わない。

基本設定

1WWWブラウザーを起動させ

る。

URLで「http://192.168.0.1/」か

「http://setup.mn128-soho/」

（注：工場出荷時設定値。変更後

は設定値に準拠する）を指定して

アクセスすると、「クイック設定」

ページが表示される。

2「クイック設定」ページで、次

の3つの値を入力する。

●接続先電話番号：接続先（プロ

バイダーなど）のISDN 64Kbps同

期PPP接続の電話番号

●送信ユーザID：接続アカウント

のID

●送信パスワード：接続アカウント

のパスワード

入力後に「設定」ボタンをクリッ

クすると、入力値はMN1 2 8 -

SOHO/DSUに転送され設定

が反映される。これで、最小限の設

定は終了する。

3WWWブラウザーで適当なURL

を指定してみると、ルーターの

フロントパネルのB1かB2の赤いイン

ジケーターが明滅し、プロバイダー

との接続が確立して、指定したURL

のホームページが表示される。プロ

バイダーのアクセスポイントが混み合

っていると接続はリトライされるた

め、すぐにはつながらない。この部

分はターミナルアダプターやモデムを

使っているときと変わらないので、初

めての接続テストでは混雑する時間

帯は避けるほうが無難だ。切断は、

通信するデータが150秒（初期設定）

途絶えると自動的に回線が切断さ

れる仕組みになっている。

さらに詳細に
設定するには

「クイック設定」では、基本的な設定

であるため快適な利用するには足りな

い部分もある。そこで「詳細設定」

ボタンを押すと左のような画面が出る。

このページでは、接続回線を1チャン

ネル分の「64Kbps」、2チャンネル分

の「128Kbps」、通信のデーター量に

応じて64Kbpにしたり128Kbpsにし

たりするMP（マルチリンクPPP）や

BACKPの指定、2チャンネル使って

いるときに電話をかけたり、かかって

きたときにも自動的に1チャンネル分

を解放するBOD（Band width On

Demand）の指定の組み合わせが選

べる。

さらに通信が途切れたら通信を切る自

動切断タイマーの時間変更などもでき

る。詳細設定の左側フレームの「■

接続／電話帳登録」にある接続先#0

が「クイック設定」で指定した接続先

だ。これを含めて合計8個所までのア

クセス先をあらかじめ指定しておくこ

とができる。

これでわかるように、いままではパソ

コンの「ダイアルアップネットワーク」

や「MacPPP」などを使って手動で

やっていたことのほとんどをダイアル

アップルーターが肩代わりしてくれる。

使いこなせば、あたかも専用線を使っ

ているかのような感覚になるはずだ。

ダイア

の設定
ルアップルーター

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



252 INTERNET magazine 1997/9

MN128-SOHO/DSUはTA、ルーターとしてはもちろんアナ
ログ電話機を接続する機器としても機能が高い。これまでのア
ナログモデムではできなかった便利な機能を設定してみよう。

マルチアンサー
1チャンネルで通話中に、もう片方

のチャネルに別の電話がかかってきて

も、1台の電話機では受けられない。

アナログ回線でサービスしていたキャ

ッチホンは、通話中に呼び出し音を流

して着信がを知らせてくれ、フッキン

グ操作で2つの通話を切り替えること

ができた。ISDNでもフレックスホンサ

ービスをオプションで申し込むことが

できるが、キャッチホンと同等の機能

をMN128-SOHO/DSUで実現したの

がマルチアンサー機能だ。これならキ

ャッチホンのようにNTTにオプション

サービスを申し込まずに利用できる。

MN128-SOHOの詳細設定ページ

を表示させ「●アナログポート設定」

を選び、「●ポート共通の設定」でマ

ルチアンサーの設定を「する」にして

から「設定」ボタンをクリックする。

キャッチホンと同じだ。通話中に別

の着信があると「話し中着信音」が

聞こえ、フックを1回押すと着信を待

っていた相手と切り替わる。そのあい

だ待たされるほうは無音状態になる。

あとは、フックを1回押すたびに相手

が切り替わる。

↑MN128-SOHO/DSUの背部。向かって右上に2つ並んだ
ポートがアナログポートだ。

使い方

ダイヤルインと
グローバル着信
ISDNを契約すると電話番号が1つ

だけ割り当てられる。これを契約者回

線番号という（便宜上電話番号と呼

ぶことが多い）。契約者回線番号が1

つでも、ISDNではサブアドレスという

識別子が使えるため、接続している機

器ごとに個別に呼び出すことができる。

だが、サブアドレスはアナログ回線で

は利用できないため、電話やファック

スは個別に呼び出せないことになる。

しかし、サブアドレスの代わりにアナ

ログ回線からも直接ダイアルできる番

号を振ってしまえば問題ない。この番

号をダイアルイン番号といい、月額

900円で利用できる。これで電話とフ

ァックスを別の番号で呼び出すことが

できる。ただし3つ以上ダイアルイン

番号を取得しても、ISDNで同時に利

用できるのは2通話までなのを忘れて

はいけない。なお、MN128-SOHO/

DSUは4つのダイアルイン番号を登録

できる。

ところが、ダイアルイン番号を取得

すると、最初からある契約者回線番

号までダイアルイン番号として認識さ

れてしまい、結果的に月々1800円か

かってしまう。しかし「グローバル着

信あり」のオプションを同時に

契約しておけば、本当のダイア

ルイン番号の分の利用料金

（ダイアルイン番号が1つなら月

額900円）だけで、電話とファ

ックスの番号を使い分けられる

ようになる。

ただし、MN128-SOHOの

初期設定では、ポートごとに異

なる設定はされていないため、

そのままでは接続されているす

べての電話機やファックス等、

着信可能な機器すべてが、契

約者回線番号にかかってきた呼

び出しに応答してしまう。各ポートご

とに呼び出せるようにするためには、

以下のような設定の変更が必要だ。

WWWブラウザーを使ってMN 128-

SOHOの詳細設定ページを表示させ、

「●アナログポート設定」で行う。「ダ

イアルインの設定」でダイヤルイン番

号を登録する。初期設定で契約者回

線番号はダイヤルイン登録番号＃0に

割り当てられている。次に各ダイヤル

イン登録番号の「着信ポート」の設

定で着信するポートを選べばよい。

設定方法

設定方法

アナ
設定
ログポートの

w
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外出先のISDN公衆電話やPHS、出張先のホテルなど、遠隔地か
らこれまでに作った自宅のネットワークやオフィスへアクセスしたり
ファイルを転送したりすることをリモートアクセスという。たリ

めモ
のー
設ト
定ア
ク
セ

の
ス

MN128-SOHO
/DSUの設定

【オフィス側】

注：このページではウィンドウズでのアクセ
ス方法と設定のみを扱う。MN128-SOHO
をダイアルアップルーターとして使用する場
合、マッキントッシュでのファイルの転送が、
まだできないためである。

接続する
ウィンドウズ
の設定
遠隔地からアクセスする側は、

ダイヤルアップIP接続が可能で、

通信経路として、ISDNのV.110

または同期64 Kbps、PHSの

PIAFSを使って接続できなければ

ならない。あらかじめTAなどをマ

ニュアルの指示に従ってインスト

ールしておくこと。モデムやデジ

タル携帯電話、PIAFS未対応の

PHSのデータ通信はモデムで受け

るようになるために対応できない

から注意しよう。

1マイコンピュータ→ダイアルアップ

ネットワークを開き、「新しい接続」

をダブルクリックして、新規に接続設

定を行う。

ウィンドウズでの
接続/切断

3切断するには、タスクバーの接続

アイコンをマウスの左ボタンでダ

ブルクリックし、現れたメニューから

「切断」を選べばいい。

2「接続名」に、接続の設定にわ

かりやすい名前を付ける。「モデム

の選択」では組み込んであるTAや

PIAFSを指定して「次へ」をクリック

する。

3「電話番号」には接

続 先 のM N 1 2 8 -

SOHO/DSUの電話番

号を指定する。サブア

ドレスが付く場合の

サブアドレス指定方

法は、それぞれの

TAなどのマニュア

ルに従う。「次へ」

のボタンをクリック

し、これでよければ

「完了」ボタンもクリ

ックする。

1「クイック設定」ページから、詳

細設定ページへジャンプし、以下

の設定を行う。左側フレームの「●IP

設定」を選んで、リモートアクセスサ

ーバー機能をONにする。次に、外部か

らアクセスしてきたコンピュータに割り

当てるリモートIPアドレスを指定する。

アドレスは、DHCPサーバーで使われる

アドレスと重複しないように気をつけ

て、マニュアルを参照しながら設定し

よう。アドレスは「，」で区切ることで

2つまで設定できる。入力後は「設定」

ボタンを忘れずにクリックする。

2左側フレームの「■接

続／電話帳登録」から未

登録番号を選んで以下の4つの

項目を設定する。

●相手からの着信：「許可」に

する

●受信ユーザID：リモートユー

ザー（アクセスしてくるユーザ

ー）に与える利用者ID。適当な

英数字を入れる。

●受信パスワード：リモートユ

ーザーに与えるパスワード。

●相手先電話番号：これは通知

されるリモートの電話番号と比

較され、登録された値と異なると着信

拒否されるため、公衆電話や旅先から

アクセスすることが想定される場合は、

空欄にしておく。会社などの特定の場

所からしかアクセスされないのなら、相

手先電話番号を指定するほうがセキュ

リティー上安全ではある。

3入力後は、「以下の

情報を電話帳に登録

する」オプションを指定

し、「実行」ボタンを忘れ

ずにクリックする。

1ダイアルアップネットワークで作成

した設定のアイコンをダブルクリッ

クする。接続時に必要な以下の情報を

入力する。

●ユーザー名：MN128-SOHO/DSU

で設定した「受信ユーザID」を入力する。

●パスワード：同じく「受信パスワード」

を入力する。

入力が済んだら「接続」ボタンで接続を

開始しよう。

2アクセスが確立したメッセージが

現れたら、WWWブラウザーで

URLに「ht tp : / / se tup .MN128-

SOHO/」と入力すると、MN128-

SOHO/DSUの設定ページが表示でき

るはずだ。

【アクセスする側】
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複数のコンピュータを
接続しよう
Step1では1台のコンピュータとダイアルアップルーターを使ってISDNに接続するま
でを解説した。Step2では、ダイアルアップルーターのイーサネットポートにコンピ
ュータを追加接続して、それぞれのマシンにあるファイルを共有できるようにする。

＋13,000円

が4台以上になったら、ハブというも

のが必要になってくる（後述）。ハブ

は備えられたイーサネットポートの数

などによって価格が違うが、4ポート

のもので1万円程度見ておけばいいだ

ろう。4ポートのハブ1個とMN128-

SOHOがあれば、最大6台までコンピ

ュータを接続することが可能だ。

実際の接続は難しいものではない。

Step1で行ったように、追加するコン

ピュータにイーサネットボードをセッ

トしてネットワーク関係の設定を行い、

イーサネットケーブルでダイアルアッ

プルーターに接続する。これだけで1

台目と同じように、ダイアルアップル

ーター経由でインターネットへ接続す

ることができる。MN128-SOHOには

イーサネットのコネクターが3つ用意さ

れているから、最初の1台を含めて3台

までは簡単に接続できるわけだ。

では接続するコンピュータが4台以

上になったらどうするのか。そのとき

はハブを使用する（ハブはイーサネッ

トの中継器であり分配器で、イーサネ

ット接続用のコネクターを複数備えて

いる）。この場合、ダイアルアップル

■Step2で必要となる機材

イーサネットボード
実勢価格12,000円程度
Step1で使ったものと同じ製品でいいが、
コンピュータの機種が異なるときはバスの
タイプを再度確認しておこう。

イーサネットケーブル（10BASE-T）
実勢価格1,000円程度
これもStep1と同じもの。追加のコンピュ
ータを置く場所までの距離を考えて、長さ
を選ぶこと。

ハブ
実勢価格10,000円程度
MN128-SOHOを使用する場合、4台以上の
コンピュータを接続するのに必要になる。
写真のものは4ポートだが、状況に応じて8
ポートや16ポートなど、イーサネットのポ
ート数が多いものを選べばいい。

合計 約13,000円（1台につき）

コンピュータの
追加接続

＋

【Step2の目標】

●それぞれの
コンピュータの中にある
ファイルを共有する

Step1ですでに1台目のコンピュー

タとダイアルアップルーターをイーサ

ネットで接続した。ここに新たにコン

ピュータを追加するにも、やはりイー

サネットを使用する。

必要な機材は、追加分のコンピュ

ータ1台につきイーサネットボード1枚

とケーブル1本。予算は1台につき1万

3000円程度だ。ただしコンピュータ
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きる。オフィスの他のすべてのスタッ

フと共同で作業するものは「フルアク

セス」、特定のスタッフで使うものは

パスワードでアクセスを制限するなど、

必要に応じて使い分けよう。また、ド

ライブも共有できるため、共有設定さ

れたCD-ROMドライブが1台あれば、

そこから他のコンピュータにソフトウ

ェアのインストールなどを行うことも

可能だ。

ただし、以上のメリットは、ウィン

ドウズ同士、マッキントッシュ同士で

しか享受できない。ウィンドウズとマ

ッキントッシュでは直接ファイルのや

りとりは行えないのだ（次のStep3の

ようにサーバーを導入すれば、サーバ

ーを経由してファイル交換を行うこと

が可能だが）。

ここまでくると小さいながらも「イ

ントラネット」と呼ぶことができるレ

ベルに達したことになる。

また、これはオフィス内のネットワ

ークだけのことではない。Step1で設

定したリモートアクセスの機能を使え

ば、外部からアクセスしても同様に共

有することができる。SOHOを目指す

なら、ぜひここまで挑戦してほしい。

↑共有設定したドライブやフォルダーにはアイコンに”手”のマ
ークが付くのですぐ分かる（ウィンドウズ）。

↑ネットワーク上にあるコンピュータの中の共有設定されたフ
ォルダーを開いたところ。

情報共有のための
設定とオプション

インターネット 

電話 

ISDN回線 

ダイアルアップ 
ルーター 

PC

ファックス 

インターネット 

電話 

ISDN回線 

ダイアル 
アップ 
ルーター 

PC ファックス 

インターネット 

電話 

ダイアルアップ 
ルーター 

ファックス 

1台のコンピュータで、
ISDNとダイアルアップ
ルーターで外部へ接続で
きるようになった状態。 

 

コンピュータ3台まで 
MN128SOHOにはイーサネットポートが3つある。
当然、直接接続できるコンピュータは3台までだ 

コンピュータ4台以上 
コンピュータ4台以上をネットワークするときにはハブを使用する。この場合コンピュ
ータはハブに接続するが、直接ルーターに接続してもいい。接続する台数によってイー
サネットポートが多いハブを使ってもハブ自体を増やしてもいい。 

PC PC

PC PC PC PC

PC PC PC

ハブ 

ハブ 

ーター→ハブ→コンピュータと連なる

ようにイーサネットケーブルで接続す

る。ハブの使用について、コンピュー

タ側の設定は特に必要ない。

（注：MN128-SOHOに接続するハ

ブは、必ず「カスケード接続」ができ

るものを購入すること。）

情報、つまりネットワーク上のコン

ピュータにあるデータ（ファイル）も、

それを共有する設定をしなければやり

とりすることができない。次ページの

解説を読んでそれぞれに合った設定を

行おう。

他のコンピュータからアクセスでき

るように共有設定できる「モノ」は、

ハードディスクやCD-ROMなどの各ド

ライブやフォルダー単位。それぞれの

単位ごとに「読み出しのみ」や「フル

アクセス」、また「パスワードを設定

する」など、細かく設定することがで
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前ページに書いたように、イーサネットでコンピュータ同士を接続すると、
それぞれのハードディスクやフォルダーを共有して使用することができ
る。このページでは、そのための設定方法を解説する。

フォルダー共有の設定

1コントロールパネルの「ネットワー

ク」を開く。

2ユーザー情報タブで「コンピュー

タ名」と所属する「ワークグルー

プ」名を登録する。「コンピュータ名」

はフォルダーを共有したときに識別に使

われるため、わかりやすい名前を付けて

おく。「ワークグループ」名は、多くの

コンピュータがファイル共有をしたとき

に、ワークグループ単位で分類してく

れる。複数のグループを作成する必要

がないときも、何らかのワークグループ

名を付けておく。「コンピュータの説明」

には、このコンピュータを示すわかりや

すい説明を付けておく。この情報は参

照する側で役立つ。

3アクセス権の管理タブで、共有フ

ォルダーごとにアクセス権を設定

するか、指定した利用者ごとにアクセ

ス権を設定するか選択する。最初は共

有フォルダごとにアクセス権を設定した

ほうがわかりやすいだろう。

4そして、ネットワークの設定タブ

で「ファイルとプリンタの共有」

ボタンをクリックし、現れるウィンドウ

で「ファイル共有をできるようにする」

オプションを選択する。

5次に、マイコンピュータから共有し

たいフォルダーやドライブを選び、

右ボタンのクリックで現れるメニューか

ら「共有」を選ぶ。

6現れたウィンドウの共有タブから

「共有する」を選択すると、詳細

設定が可能になるので、以下を設定す

る。

●共有名：共有するときに使われるド

ライブやフォルダーの名前

●コメント：この共有フォルダー、ド

ライブについての説明

●アクセス権の種類：基本的にはアク

セス権は読み取り専用か、フルアクセ

ス（読み書きを許可する）かだが、パ

スワードで区別を選ぶと、利用者側ご

とに使うパスワードによって、アクセス

権を変えることができる。

●パスワード：特定した相手にだけア

クセス権を渡すためのパスワード。空欄

はパスワードなしになる。誰もが無条件

にアクセスするのを避けるのなら、両方

にパスワードを設けて必要な利用者に

パスワードを教えるとよい。

設定後、「OK」でウィンドウを閉じる

ときに、パスワードを設定してあると再

度確認のダイアログが現れる。同じパ

スワードを入力すればよい。

共有設定された
フォルダーにアクセスする

1まず他のコンピュータから、アクセ

スするための設定を行う。コント

ロールパネルの「ネットワーク」を開き、

ユーザー情報タブで「コンピュータ名」

と所属する「ワークグループ」名を登

録する。ワークグループは公開する側と

同じであるとわかりやすい。

2ネットワークコンピュータを開く

と、ネットワーク全体と認識でき

たコンピュータが現れる。ここには同じ

ワークグループに所属するコンピュータ

が表示されている。他のワークグループ

が接続されている場合は、ネットワー

ク全体をクリックすると現れてくる。目

的のコンピュータが見つかったら、ダブ

ルクリックすると、共有設定されたド

ライブやフォルダーが表示される。その

中にアクセスするときにパスワードが設

定されていれば、その入力を促すウィ

ンドウが現れるので、フォルダー共有時

に設定したパスワードを入力する。ウ

ィンドウズ95対応のアプリケーション

なら、直接公開されたフォルダー内の

ファイルを読み書きできるだろう。

ウィンドウズ95にはコンピュー

タ間でフォルダー共有を行える機

能がシステムに標準装備されてい

る。そこでドライブやフォルダー

を公開する側の設定と、公開され

たドライブやフォルダーを参照す

る方法を説明する。

設

共

フ
定

有

ォ

の

ル
ダ

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

ー
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フォルダー共有の設定

1コントロールパネルの「共有設定」

を開く。ネットワークIDの部分が

フォルダーを公開したときに使われる識

別子になるので、わかりやすい名前を

つけるとよい。

●所有者の名前：アクセス時の所有

者ユーザー名となる

●所有者のパスワード：アクセス時の

所有者パスワード

●コンピュータの名前：共有するとき

に使われるコンピュータの識別名

そして、ファイル共有の「開始」ボタ

ンをクリックすると、ボタンは「キャ

ンセル」に変わり、ファイル共有開始

の準備を始める。しばらくするとボタ

ンが「中止」に変わり、ファイル共有

が利用可能となったことを示す。

マッキントッシュ同士でピア・

ツー・ピア形式のフォルダー共有

を行うためには、システムに標準

装備のファイル共有機能を使えば

2共有を行うフォルダーをクリック

し、ファイルメニューから「共有」

を選択する。共有させるためには、こ

こで「この項目と内容を共有する」を

チェックする。すると、「所有者」、「利

用者／グループ」、「全利用者」それぞ

れに対して、「フォルダを見る」、「ファ

イルを見る」、「内容変更」の許可を与

えるを設定することができるようになる。

さらに、選択しているフォルダー内に別

のフォルダ－があった場合にも、同じ

アクセス権設定を行うオプションもあ

る。ウィンドウを閉じるときにアクセス

権の変更を保存するか尋ねられるが、

「保存」を選ばないと変更は反映されな

いので注意しよう。

共有設定されたフォルダーにアクセスする

1アクセスする側のコンピュータで、

アップルメニューからセレクタを選

ぶ。セレクタウィンドウの左側にはプリ

ンター関連サービスやファイル共有サー

ビスを示すアイコンが並んでいる。

2そこから「AppleShare」アイコ

ンを選ぶと、ネットワーク上にあ

るコンピュータが表示される。

3他のコンピュータからもアクセス

できるようにするには、利用者ア

カウントを設定する。コントロールパネ

ルの「利用者＆グループ」を開くと、

顔のアイコンが表示されるウィンドウが

現れる。顔アイコンで輪郭が太いもの

は所有者を表し、そのほかにゲストの

アイコンが用意されている。ゲストはパ

スワードなしでアクセスを許可するアカ

ウントだ。

4新たなアカウントを作成するには、

ファイルメニューから「新規利用

者」を選ぶ。するとウィンドウに新し

い顔のアイコンが現れる。

5アイコン名を編集することで利用

者名が変えられ、そのアイコンを

ダブルクリックするとパスワード等が設

定できるウィンドウが現れる。また、

複数のアカウントをまとめて管理

するには、グループを作成す

ると便利だ。ファイルメニ

ューの新規グループを選

んで現れる重なった顔

のアイコンをダブルク

リックし、開いたウ

ィンドウに利用者

の顔アイコンをドロ

ップするだけで登録

できる。

3目的のコンピュータを選択し

「OK」ボタンをクリックすると、

「利用者名」、「パスワード」の入力画

面となるので、それぞれを入力後に

「OK」ボタンをクリックする（ゲストの

場合はそのまま「OK」をクリック）。

4すると、そのコンピュータ内で共

有されているフォルダーの一覧が

表示される。ここで、フォルダーを選ん

で「OK」ボタンをクリックすれば、デ

スクトップに共有フォルダーが出現す

る。このフォルダーはハードディスクを

扱うように利用できる。使い終わった

ら、そのフォルダーアイコンをゴミ箱へ

ドロップすれば接続終了となる。

マッキントッシュ
よい。ここではフォルダーを公開

する側の設定と、公開されたフォ

ルダーにアクセスする方法を順に

説明する。
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ウィンドウズNTサーバーを導入す

るのは、LANの管理を1か所で集中し

て行うためであるといってもいい。サ

ーバーの役割を委ねたコンピュータを、

常に稼働している状態にしておき、そ

の他のコンピュータは、サーバーに接

続するだけで、常に、ファイルやプリ

ンターなどの約束されたリソースにア

クセスできるようにしておくのだ。

たとえば、ウィンドウズNTサーバー

を導入すると、そのサーバーに接続す

る複数のコンピュータを、「ドメイン」

サーバーマシン＆OSを
導入しよう
次の段階としては、複数のコンピュータを接続したLANをもっと効率的に運用し
ていくためにサーバーマシンを導入して、各コンピュータの役割をサーバーとク
ライアントに分散させる。さらに、サーバーツールを導入し、コンピュータ相互
のデータ交換を、よりシステマティックなものにしていく。

+800,000円

というまとまりで統括することができ

る。

インターネット上にもドメインとい

う考え方がある。「組織」という意味

で、基本的な概念は同じだが、ウィン

ドウズNTサーバーにおけるドメインは、

もう少し小さな単位、たとえば、会社

という組織の中の部や課、セクション

といったものが、ドメインに相当する

ようなイメージだ。つまり、LANの規

模が大きくなるにつれて、ドメインを

追加したり、ひとつのドメインを複数

のドメインに分割していくような運用

となる。もっとも、SOHOにおいては、

インターネット的な意味合いのドメイ

ンと、ウィンドウズNTサーバーによる

ドメインはイコールになってしまうこ

とが多いかもしれない。

ドメインを作ることによって、ユー

ザーは、ドメインに所属するユーザー

（ドメインユーザー）となる。そしてド

メインユーザーはグループに区分けさ

れ、各ユーザーは任意のグループに属

することになる。もちろん、複数のグ

ループに属することも可能だ。

LAN上のリソースは、ユーザー、あ

るいは特定のユーザーを束ねたグルー

プ単位で共有する。特定のフォルダー

に対して、Aというグループは読み書

きできるが、Bというグループは読む

ことしかできないといった権限の管理

ができるわけだ。

一元管理で
管理者の
負担を軽減

■実用化Step3に必要な機材

合計 約720,000円

合計約1,100,000円

サーバーマシン
約400,000円
ウィンドウズNTサーバーが動
作する市販のコンピュータ。
最 低 でも PentiumPRO 200
MHz、メモリー64Mバイト、ハ
ードディスク2.5Gバイトとい
う条件だけは満たしているも
のを選ぶこと。

ウィンドウズNTサーバー
約140,000円
サーバーマシン用のOSソフト
ウェア。クライアントマシンが
ウィンドウズだけの場合はもち
ろん、マッキントッシュが混在
する場合でもこのソフトでOK
だ。本文で紹介したIISもこの
パッケージに含まれている。

エクスチェンジサーバー
約180,000円
マイクロソフトの新世代メッセージサー
バーソフト（詳細は261ページ）。

Suite Spot
4995USドル
9つのサーバーソフトを集めたネッ
トスケープの統合サーバーパッケ
ージ（詳細は262ページ）。

+

+
＋

【実用化目標】

●ウィンドウズNT
サーバーで

LANを一元管理する

●サーバーソフトで
リソースの使い勝手を

向上する
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インターネット 

電話 

ダイアルアップ 
ルーター 

ファックス 

イーサネットでコンピュータを
接続することでフォルダーの共
有が可能になった。しかし、ク
ライアントを1台（1人）追加する
たびに、スタッフは新しいパス
ワードを覚えなければならない。 

Step2とのネットワーク図としての違いは、サーバーマシンが追加されただ
けだ。しかし、サーバーマシンを追加してサーバーソフトを導入することに
よって、SOHOは格段に管理しやすく、また使いやすいものになる。 

PC PC PC

PC PC

ハブ 

ハブ 

インターネット 

ダイアルアップ 
ルーター 

PC PC PC PC PC PC PC PC

ハブ ハブ ハブ 

クライアントマシン 
サーバー 
マシン 

ドメイン 

電話 ファックス 

サーバーソフトで
より便利に

ワークグループによるLANの管理で

は、誰か新しいユーザーが参加してき

た場合、共有リソースごとにマチマチ

に設定されたパスワードを、そのユー

ザーに伝えなければならなかったが、

ドメインにおける新規のユーザーの登

録は、ドメインユーザーを新規に追加

するだけで、そのユーザーは、その瞬間

から、すべてのドメイン資源に対し、正

当な権限でアクセスできるようになる。

SOHO内におけるユーザーの数が、

ある程度増えてきたら、ドメインのよ

うな考え方を導入しない限り、LAN管

理者の負担はきわめて煩雑なものにな

ってしまう。SOHOにおいては、一般

ユーザーの誰かが、LANの管理を兼任

することになるケースが多いため、その

負担は、少しでも軽いのが望ましく、か

つ一元管理ができないと、何がなんだ

かわからなくなってしまう。そういう意

味では、3人以上のユーザーを持つ

LANにおいては、ウィンドウズNTサー

バーの導入は大きな効果を生むに違い

ない。

外部から電話回線などを使って

LANにアクセスする場合にも、ドメイ

ンへログオンをすることによって、

LAN上のすべてのコンピュータに対し

てアクセスができるので、リモートコ

ンピューティングにおいても、普段と

同様の共有リソースが利用できる点も

特記しておきたい。

さらに、ウィンドウズNTサーバーを

導入することにより、サーバーでしか

運用できない各種のサーバーソフトを

利用できるようになるメリットがある。

サーバーソフトと一口に言っても用

途によってさまざまな種類があるが、

まず最初に入れるべきものはWWWサ

ーバーとメールサーバーだろう。マイ

クロソフトではIIS（インターネット・

インフォメーションサーバー）とエク

スチェンジサーバーが、ネットスケー

プではFast Track ServerがWWWサ

ーバーに、Suite Spotがこの2つを含

むサーバーソフトにあたる。それぞれ

のサーバーソフトの詳細とこれらを入

れることで何ができるのかについては、

次ページ以降で紹介しているので、そ

ちらを読んでほしい。

最後に、これらサーバーマシンと

OS、そしてサーバーソフトを導入す

る際のコストについて説明しよう。サ

ーバーマシンは、基本的に市販のPC、

クライアントとして使っているコンピ

ュータでかまわない。ウィンドウズNT

サーバーを搭載するのだから、マッキン

トッシュではなくウィンドウズマシン

（DOS/Vマシンとも言う）であること

は当然である。また、マシンのスペッ

クは、以下を満たしていることが望ま

しい。

・CPUはPentium Pro 200MHz

・メモリーは64メガバイト

・ハードディスク2.5ギガバイト

このスペックを満たすコンピュータ

でも、40万円程度で購入できるだろ

う。もちろん、CD-ROMドライブや

イーサネットボード、モニターも必須

だが、こちらは高度なスペックを要求

するものではないので割愛する。サー

バーマシンに搭載するOS、ウィンド

ウズNTサーバーは約140,000円なの

で、この2つで約540,000円となる。

そしてサーバーソフトだが、マイク

ロソフト製品の場合、IISはウィンド

ウズNTサーバーの含まれているので無

料。エクスチェンジサーバーは

180,000円前後だ。ネットスケープの

製品の場合、Fast Track Serverが

295USドル（約33,000円）、Suite

Spotは4995USドル（約560,000

円）。

というわけで、サーバーマシン＋OS

にマイクロソフト製品を搭載すると合

計で約720,000円。ネットスケープ製

品でWWWサーバーのみ（Fast Track

Server）を搭載すると約600,000円

だが、Suite Spotを搭載すると約

1,100,000円必要になる。いずれにし

ろかなりの出費となるので、導入の際

には慎重な検討が必要だ。
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IISは、ウィンドウズNTサーバー標

準のWWWサーバー機能で、LAN内

のプロトコルにTCP/IPを使っていれ

ば、すぐにでもWWWのサービスを開

始することができる。サービスといっ

ても、まだ外部と常時接続されている

わけではないので、まずはLAN内での

み有効な情報共有をウェブを使って行

っていくわけだ。

IISには、アクティブサーバーページ

やエクスチェンジサーバーとの連動に

よるグループコンピューティングのた

めの豊富な機能が用意され、それらを

利用することで、一般的なウェブペー

ジとは一線を画する有用なページを作

ることができる。

ただ、そのためにはかなりのスキル

と時間が必要であり、そのことで時間

をとられ、本来の業務がおろそかにな

ってしまっては意味がない。導入当初

はウェブページが外部に公開されるわ

けではないので、最初から添付されて

いるサンプルのアプリケーションをう

まく活用し、これらの機能がどのよう

に効率化につながっていくかを検証し

ていくようにしたほうだいいだろう。

IIS標準といってもいい、もっとも

有用なツールは、なんといっても、イ

ンデックスサーバーだろう。これは、指

定したフォルダー以下に保管されてい

るオフィス文書、テキストファイルのイ

ンデクシングを自動的に行い、キーワ

ードの入力によって該当文書を瞬時に

検索するというものだ。実際に、米・マ

イクロソフトのサイトにおける検索シ

ステムが、このソフトウェアで運用さ

れている。

SOHO内においては、共有される

文書を特定のフォルダーに置いておく

ことで、すべてのユーザーが過去の文

書を有効に活用できる環境が整う。

IISとインデックスサーバーを導入した

その日から、この機能が利用できるの

は、IIS導入のもっとも大きなメリット

であるといえるだろう。

さらなるIISのメリットとしては、最

終的にLANがインターネットにつなが

った際に、マイクロソフトのウェブ作

成ツールであるフロントページを使っ

て、外部からウェブページの更新が可

能になる点がある。FTPなどの複雑な

手順を踏まずに、そのままページを編

集したり、新たなページをおこしたり

することができるのだ。

さらに、インターネットへの接続が

完了した時点で、SOHO内のメンバ

ーは全国各地、あるいは世界各地か

らさまざまなプロバイダーを経由して

自社サイトにアクセスすることになる

だろう。在宅勤務のメンバーがいるよ

うな場合も同様だ。

そんなケースでは、ウェブページの

更新作業や、新たな情報の入力を、

こうした簡易な手順で実現できるメリ

ットは大きい。

ただ、IISには、エラーメッセージを

日本語で表示するという信じられない

欠陥もある。たとえば、存在しない

URLを参照しようとしたときには、

「HTTP/1.0 404 オブジェクトが見つか

りません」という日本語のメッセージ

を返すのだ。これは、日本語環境にな

いユーザーがアクセスしてくることを

まったく考えていない仕様であるとも

いえる。本格的な外部との接続が始

まった時点では、IISは実用にならな

いと判断するユーザーも少なくない。

それでも、ウィンドウズNTサーバー

のセキュリティー機能とうまく連動さ

せ、ユーザーごとにアクセスできるペ

ージ、できないページを容易に設定で

き、イントラネットをうまく機能させ

ていける点は捨てがたい。なんといっ

ても、ウィンドウズNTサーバーのユー

ザーであれば無料で利用できる点が大

きい。

イントラネットでうまくいっていな

いウェブシステムは、それが外につな

がったとしても、うまくいくはずがな

い。とにかく、内部でさまざまなシス

テムが、きちんと動くようにすること

が先決だ。

そのためにも「インタネット・イン

フォメーション・サーバー」はSOHO

にとってよい選択といえるだろう。

インターネット・インフォメーション・サーバー
メーカー名●マイクロソフト㈱
価格●ウィンドウズNTサーバーに標準添付

ウィンドウズNTサーバー上にWWWサーバーを立ち上げ、SOHO内
でのイントラネット利用に供する。手の込んだホームページを作ろう
とするのではなく、シンプルでもグループコンピューティングの効率
化に貢献するウェブページを構成するためのソフトウェア。それが
IIS（インターネット･インフォメーション･サーバー）だ。

jhttp://www.microsoft.co.jp/products/

導入しやすい
シンプルな
WWWサーバー
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エクスチェンジサーバー5.0
メーカー名●マイクロソフト㈱
参考価格●約180,000円

外部、内部ともにつながる電子メ

ールシステムと、グループウェアの導

入を1つのソフトウェアですませること

のできる、最も簡便な手段が、マイク

ロソフト･ エクスチェンジサーバーの導

入だ。

エクスチェンジサーバーは、マイク

ロソフトのグループコンピューティン

グのための統合サーバーソフトであり、

標準のクライアントはアウトルックで

ある。

アウトルックは、オフィス97のパッ

ケージにも含まれているので、ご存じ

の方も多いだろう。従来のウィンドウ

ズ標準の受信トレイの機能と、スケジ

ュール管理、TO DO管理、住所録な

どのPIM的な機能を統合化したもの

だ。

アウトルックは、単体での利用も可

能だが、エクスチェンジサーバーと組

み合わせたときに、もっとも有効に機

能するように設計されている。逆にい

うと、多くの便利な機能も、エクスチ

ェンジサーバーがなければ利用できな

いのだ。

たとえば、あるユーザーが自分のス

ケジュール情報をノートパソコンに入

れて持ち歩きたいとしよう。この場合、

普段使っているデスクトップパソコン

とスケジュールデータに矛盾が起こら

ないよう、双方でデータを同期する作

業が必要だ。

スケジュールデータは、その予定の

有無としてSOHO内の他のユーザーに

対しても公開され、会議などの予定設

定に利用される。それをうまく機能さ

せるためには、サーバー上と、デスク

トップ上と、ノートパソコン上のデー

タに矛盾があってはならない。その同

期をとる作業が、エクスチェンジサー

バーがなければできないのだ。

アウトルックには「見かけ」という

意味があるが、その名のとおり、すべ

ての形態のデータをエクスチェンジサ

ーバーのメッセージデータとして扱う。

SOHO内の電子掲示板や電子会議は、

共有フォルダーによって実現され、各

フォルダー内のメッセージは、専用の

フォームを設計することによって、そ

の見かけを自由に設定できる。実質的

に交換されているのはシンプルなメッ

セージなのだが、フォームがアプリケ

ーションの役割を果たし、ワークフロ

ーなどのアプリケーションを構成する

ことができるわけだ。

つまり、ユーザーは、アウトルック

の使い方さえ覚えれば、事務作業にお

けるすべての情報を、同じ手順、同じ

方法で管理していくことができる。自

分のスケジュールデータも、内部、外

部から届く電子メールデータも、電子

会議のメッセージも、すべてがアウト

ルック1本ですんでしまうわけだ。オフ

ィス97の他のアプリケーションとの親

和性も高く、統合化してしまえるとい

うのも、同じ会社の製品ならではのメ

リットだろう。

組織として未完成な部分を残して

いることもありうるSOHOでは、個々

のメンバーがそれぞれ別のプロバイダ

ーと契約してインターネットメールを

使い、内部では独自のメッセージシス

テムを使うというケースも少なくない

はずだ。エクスチェンジサーバーを使

えば、こうした変則的なメッセージ交

換もすべて統合化することができ、コ

ミュニケーションの効率を高められる

だろう。

サーバー上のソフトウェアとしての

エクスチェンジサーバーは、インター

ネットとのメールゲートウェイの役割

も果たす。また、最新バージョンのエ

クスチェンジサーバーは、POPプロト

コルもサポートしたため、アウトルッ

ク以外のクライアントソフトで、その

メッセージを読み書きしたり、あるい

は、次のステップで述べるIISとの併用

によって、WWWブラウザーを使って

のメッセージ交換も容易になった。

なお、一般的に、UNIXマシンを使

わずに、ウィンドウズNTサーバーだけで、

インターネットとの接続を含め、すべて

をまかなおうとする場合にも、電子メ

ールシステムの運用部分において、エ

クスチェンジサーバーを導入するのが

てっとりばやい。

グループコンピューティング環境を整える手段の1つに、ウィンドウズNTドメインへのエ
クスチェンジサーバーの導入がある。シンプルな電子メール環境だけでは実現の難しか
ったメッセージ交換を可能にすることで、SOHOがよりフレキシブルなものになる。

jhttp://www.microsoft.co.jp/products/
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スイントラネット」というビジョンを

実現するもので、独立した機能を持つ

9つのサーバーを集めた統合サーバー

パッケージとなっている。もちろんオ

ープンスタンダードの思想は守られて

いるので、イントラネットからインタ

ーネットへの拡張が容易で、しかもシ

ームレスにアクセスできる。

SuiteSpotに含まれる9つのサーバ

ーには、FastTrack Serverの上位に

位置するWWWサーバーのエンタープ

ライズサーバー、電子メールを扱うメ

ッセージングサーバー、ディレクトリ

ー機能を提供するディレクトリサーバ

ーなどがある。

SuiteSpotは現在バージョン3.0が

最新で、サポートしているプラットフ

ォームは、Windows NTと各種UNIXシ

ステムである。SuiteSpotの価格をネ

ットスケープのホームページで見てみ

ると、4995USドルとなっている（英語

版のみ）。この価格は、9つのサーバー

のなかから5つを選択して利用するラ

イセンスの価格だ。なお、それぞれのサ

ーバーは単体でも購入でき、ほとんど

のサーバーは995USドルとなっている。

Suite Spotに関しては、今号の集中企

画で詳細を報告しているので、興味の

ある人はそちらも参照してほしい。

Netscapeの製品群の中から、

SOHO環境での情報交換・共有やコ

ラボレーションの基本ツールを選ぶと

すると、このFastTrack Serverとな

る。FastTrack Serverは、個人から

ワークグループや小規模企業単位の利

用を中心に考えたWWWサーバーであ

る。もちろんオープンスタンダードを

考慮しているので、イントラネットだ

けでなくインターネットでも利用でき

る。機能も豊富で、パブリッシング、

セキュリティー、HTMLベースのリモ

ートサーバー管理など、必要なものは

ほとんど含まれている。

FastTrack Serverの現在のバージ

ョンは2.01で、サポートされるプラッ

トフォームとしてはUNIXとWindows

NT、それにWindows 95の3つである。

NetscapeのWWWページを見ると、

いずれも英語版で、価格は295USド

ルとなっている。

SuiteSpotは、ネットスケープの本

格的なサーバーソフトウェアである。

これは、同社が提示する「フルサービ

SuiteSpot
メーカー名●ネットスケープ社
参考価格●4995USドル

ネットスケープ社　jhttp://www.netscape.com/

FastTrack
Server
メーカー名●ネットスケープ社
参考価格●295USドル

ネットスケープのインターネット/イントラネットへの対応では、常にオープンスタンダ
ードという言葉が前に出てくる。情報の交換や共有が、イントラネットからインターネ
ット、エクストラネットへと視点を広げても、特定のシステムに依存せずに常に同じ操
作でアクセスできることを基本としているわけだ。
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顔を合わせない社員同士の
コミュニケーションが
活発になりました
日本山人蔘製薬株式会社
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ここではマイクロソフト・エクスチェンジサーバーを実際に使っているオフィスを
紹介しよう。福岡市にあるこの会社は従業員数13名。社員は全国を飛び回ってい
ることが多いという。東京や上海、北京にもオフィスを持つこの会社は、エクスチ
ェンジサーバーをどのように仕事に役立てているのかを見てもらいたい。

日本山人蔘製薬グループ代表
高崎久男さん。
「スケジュール管理がしやすくな
ったのとコミュニケーションが
活発になったのが成果ですね」。

オフィスは広めだが、人が少ない。なかなか全
員そろわないという。

NTT福岡中央支店の
松本浩一さん。
「私も勉強になったし、
高崎さんにも満足して
いただけて嬉しいです」。

-------エクスチェンジサーバーを導入され

たきっかけを教えていただけますか

弊社で扱う、日本山人蔘という植物の

栽培地は日本各地に散らばって存在して

います。そこの栽培者や東京のオフィス

とは、密に連絡を取る必要があったので

す。なにかよい方法がないものか探して

いるときに、NTTとマイクロソフトが中

心となり推進するWINEキット135とい

うものを知りまして、LANやイントラネ

ットの導入を手伝ってくれるとのことだ

ったので、これはやってみようと思った

のです。

-------現在は、業務のどのようなところで

活用しているのですか

社内では、企画書や販売計画などのフ

ァイルを共有しています。出張している社

員も、出張先から見ることができるのは

非常に便利ですね。企画会議やちょっと

した打ち合わせなどのスケジュール管理

にも使っています。電子掲示板なども活

発に書き込みがあります。社外とは、今は

製品の取引先や全国の栽培者と栽培状

況などを電子メールでやりとりしていま

す。今後、取引先や栽培者さんともファイ

ルなどを共有することができれば、いわゆ

るエクストラネットになるのでしょうね。

--------導入してから仕事のやりかたが変わ

りましたか？

仕事が、時間や場所の制約をあまり受

けなくなったことが一番変わった点でし

ょうね。たとえば、休日にちょっとアイ

デアを思いついたら、それをエクスチェ

ンジの掲示板に書き込んでおけば、みん

ながそれを見てくれます。それで、月曜

日の会議がスムーズに進んだりするので

す。また、会社から帰ってお風呂に入っ

ているときに、打ち合わせしなくちゃと

思い立ったとしても、スケジュール管理

機能を使ってスケジュールを調整するこ

とができたりするんです。

あとは、社内のコミュニケーションが

活発になったことが挙げられます。社内

掲示板を設けているのですが、「今日から

出張なので、机の上の鉢に水をやってく

ださい」とか（笑）。ちょっとしたコミュニ

ケーションを交わせるようになりました。

少ない人数で出張が多く顔を合わせない

ことも多いので、こういった場所でコミュ

ニケーションを取りたくなるんですかね。

-------場所も時間も選ばす仕事をするとな

ると、働きすぎだと社員から文句が出ま

せんか？

そう思うでしょう（笑）。

ところが、終わるまでは家に

帰れないとか、会社にいる間

はとにかく仕事をしなくては

というようなプレッシャーか

ら解放されたと、喜んでいま

すよ。みんな、栽培地や取引

先を飛び回っていますから、会社に縛ら

れるのが嫌なんですね。それに、とりあ

えず家に帰れるわけですから家族のため

にもなるという人もいますよ。

-------導入するにあたっての苦労したこと

はありますか？

こちらにあまりインターネットの知識

がなかったというのがつらかったですね。

NTTさんのほうも、こちらがどんなことを

したいのかということを理解するのが大

変だったのではないでしょうか。ソフト

の知識はもちろん、ハードウェアの知識

もまったくなかったわけですから。

------今後は、どのようにシステムを拡充

していく予定ですか

この7月からOCNエコノミーを引き込

んで、専用線環境にしたいと思っていま

す。ドラッグストアなどの取引先や栽培

者と情報共有し、エクストラネットを構

築していきたいですね。また、上海や北

京に栽培地ができましたので、そこにも

パソコンを置いて接続してみようと思っ

ています。中国の山人蔘の栽培状況をデ

ジカメで撮って、こちらで見ることがで

きたりしたら、これはもう便利ですね。

NTTとマイクロソフトが中心となって

“中小事業所へのLAN/WAN/イント

ラネット普及”を目標に発足した

WINEプロジェクトが推進する、ウィ

ンドウズNTやエクスチェンジサーバー

などがパッケージされたキット。キッ

トの中には、導入や運用のサポートな

ども含まれている。

サーバー
活用レポート

社内ミーティングのお
知らせが届いている。

ウインドウズ95 ウインドウズ95

ウインドウズNTサーバー 
エクスチェンジサーバー4.0

ウインドウズ95

YAMAHA
RT100i

本社 社長宅 

エクスチェンジクライアント+オフィスプロ 

10BASE-T

Centre comハブ 

ルータ MN128

福岡市早良区 福岡市早良区 
ウインドウズ95
マシン 

システム管理者宅 

MN128

福岡市西区 
ウインドウズ95
マシン 

東京オフィス 

TA

東京都新宿区 
ウインドウズ95
マシン 

ISDN

■日本山人蔘株式会社のシステムズ
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アクセスラインを
含むサービス
なら安い
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常時接続で
快速・快適インターネット！
常時接続のメリットはいろいろある。趣味ではなく仕事として使うのならば、そ
のメリットはさらに大きく感じるはずだ。以前は最低でも毎月10万円はかかって
いた常時接続の料金だが、いまではOCNなど3万円台のものも出てきた。Step4
では、SOHO向けの各種の常時接続サービスとそのメリットを紹介していこう。

＋55,000円
（＋38,000円/月）

■Step4に必要な機材

常時接続回線（OCNエコノミーなど）
初期費用　15,000円程度
契約料と、基本工事を含む必要な工事費の合計額の概算額。家
屋に回線を引き込むときの状況によって工事費に違いが出てく
ることがあるので注意。

ターミナルアダプター
実勢価格40,000円程度
ここで使うTAは、コンピュータに接続することよりも電話やファ
ックスを使用するためのものなので、アナログポートに接続した
電話機から設定のできる機種がいいだろう。

合計　約55,000円

＋

＋約38,000円／月
（常時接続回線の料金）

常時接続の
さまざまな
メリット

【実用化目標】

●いつでもメールを受信

●WWWサーバーを
構築して情報発信

●ドメイン名を取得して
バリューアップ

個人の趣味レベルでインターネット

を楽しむときは、つなぎたいときに電

話をかけてプロバイダーに接続する

「ダイアルアップ接続」という形態が

多い。しかし、仕事に使うのなら、いつ

もインターネットにつながっていたほう

が便利だ。月額固定制なので何時間

インターネットを使おうが構わないし、

WWWサーバーも手もとで構築できる。

いつもつながっているので、メールが

届いたかどうかもすぐに分かり、仕事

のタイムラグをなくしてくれる。メー

ルサーバーを作れば、わざわざプロバ

イダーに連絡することなく自由にメー

ルアドレスを増やすことができる。

常時接続サービスにはいろいろある

が、一般的なものは、ユーザーとプロ

バイダーとの間をNTTの「高速ディジ

タル回線」や「ディジタルアクセス64」

などの専用線でつなぐやり方だ。ただ、

専用線は距離に応じて毎月支払う料

金が変わる。さらに、専用線の利用

料金に加えて、プロバイダーに支払う

専用線接続サービス料金がかかるの

で、64Kbpsや128Kbpsなどの低速

な専用線と安価なプロバイダーの専用

線接続サービスとの組み合わせでも、

月に10万円は超えてしまう場合がほ

とんどだ。

このような常時接続の敷居の高さ

に一石を投じたのが、インターネット
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コンピュータ通信
専用の回線
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Step3ではサーバーを含む複数のコンピ
ュータのネットワークを構築した。外部
へはダイアルアップルーターを使用して
ISDN回線で接続する。電話やファックス
もルーターに接続している。 
 

オフィス内にすでにサーバーマシンがあれ
ば、常時接続用には機器は何も追加する必
要がない。しかし、常時接続の回線はデー
タ通信専用なので、電話やファックスはこ
れまで使っていたISDN回線で使用するこ
とになる。そのためにターミナルアダプタ
ー（DSU含む）が必要だ。 

インターネット 

ダイアルアップ 
ルーター 

PC PC PC PC PC PC

ハブ ハブ ハブ 

クライアントマシン 
サーバー 
マシン 
 

電話 ファックス 

インターネット 

ダイアルアップ 
ルーター 

ターミナルアダプター 

PC PC PC PC PC PC

ハブ ハブ ハブ 

クライアントマシン 
サーバー 
マシン 
 

電話 

ファックス 

OCNエコノミー 

ISDN回線 

ISDN回線 

への接続料に加えて、アクセスライン

の料金も含んだ常時接続サービスだ。

現在、NTT（日本電信電話株式会社）

が提供する「OCNエコノミー」サー

ビスと、日本テレコム株式会社が提供

する「ODNエコノミー」サービス、日

本高速通信株式会社が提供する

「Sirius-α2」、そして、DDI（第二

電電株式会社）が提供する「DION」

の4つがある。

これらのサービスを利用すれば、月

額3万円強～4万円弱で、常時接続が

利用できる（266ページ参照）。月額料

金には、インターネットに接続するた

めの料金に加えて、NTTの局舎からそ

れぞれの端末に接続するまでの料金

（アクセスライン）も含まれており、上

記の料金だけで何時間でもインターネ

ットを使える。

OCNエコノミー、ODNエコノミー、

Sirius-α2、DIONはすべて、「OCN

エコノミー」のアクセスラインを使用

している。高速ディジタル回線などの

専用線ではなく、安価なOCNの回線

を使用しているので、低価格での常時

接続サービスを実現している（OCN

エコノミー以外は、アクセスラインに

専用線を使うことも可能だが、料金

は高くなる）。

OCNは、通常の電話回線網を使っ

た接続サービスとは違い、コンピュー

タ通信専用のデータ通信用回線とし

て作られている。データ通信に特化し

て、そして安価にサービスを提供して

いることがセールスポイントとなって

いる。

利用料金は、従来の専用線サービ

スとは異なり、距離によって加算され

ないから、提供エリア内であればどこ

から利用しても料金は同一である。

OCNには大きく分けてダイアルアップ

サービスと常時接続サービスの2種類

があり、128Kbpsの常時接続サービ

スとして、従来よりもかなり安い料金

で登場したのが「OCNエコノミー」と

いうわけだ。前述したNTTを含む4社

の「アクセスラインを含む常時接続サ

ービス」は、すべて「OCNエコノミ

ー」のアクセスラインを利用している。

この結果、各社とも安価に常時接続

サービスを提供できるようになったと

いうわけだ。
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最も早く
サービスを開始した
OCN

サービスによる
違い

保証されない
品質

266 INTERNET magazine 1997/9

■「専用線サービス」と「アクセスラインを含む常時接続サービス」の料金比較例

サービス名 接続速度 初期費用 月額料金

IIJ専用線 128Kbps 60,000円＋専用線導入費用 270,000円＋専用線料金

1.5Mbps 100,000円＋専用線導入費用 1,550,000円＋専用線料金

OCN 128Kbps 20,000～30,000円 38,000円

1.5Mbps 30,000～40,000円 350,000円

ISDN回線は
電話とFAXにする

↑今回取り上げた4社の常時接続サービスは、サービス内
容や料金などに大きな差がない。始まったばかりのものも
あるので、導入の際は十分に説明を受けるようにしよう。

アクセスラインを含む常時接続サー

ビスで一番最初にサービスを開始した

OCN。NTTが提供しており、提供地

域は全国で一番広い。申込書は、最

寄りのNTTにある受付窓口でかホーム

ページ、OCNサービスセンターで入手

できる。OCNエコノミーを導入する際

には、NTTで用意するDNSを使うか、

自分の手もとに置いて管理するかの2

つがある。メールサーバーについても同

様だ。メールサーバーを立てれば独自

にメールアドレスが増やせるので便利

だ。個人の場合、申込書がサービスセ

ンターに着くと、サービスセンターから

電話による通知が来る。この際に、申

込書の記入もれの修正や、工事日を

いつにするかということを決める。法

人の場合は、提供エリアの営業所の

担当者が連絡を取ることになる。

次に、それぞれのサービスによる違

いについて説明しよう。各社のサービ

ス内容の中で最も違うのは、IPアドレ

スの割り当て数、そして初期費用だろ

う。IPアドレスの割り当て数はネット

ワークに接続できる機器の数に関わっ

てくる。詳細は上の表を参考にしてほ

しい。

また、前述したように、これらはす

べて基本的にはアクセスラインにOCN

エコノミーの回線を使用している。し

たがってサービス提供地域は、基本的

にOCNエコノミーがサポートしている

地域ということだ。当然、OCNエコ

ノミーの提供区域外には、ODNやSir-

ius-α2、DIONが使える地域はない。

詳細については、511ページからの

「日本のアクセスポイントマップ」の

「専用線接続」を参照してほしい。

前述のように、OCNなどの回線は

データ通信専用だ。したがって、電話

やファックスは、Step3まで使ってい

たISDN回線で使用することになる。

そのためにはTA（ターミナルアダプタ

ー）が必要だ。ここで、もしコンピュ

ータはTAではなくルーターにのみ接続

するというのなら、TAはアナログポー

トにつないだ電話機から設定できるも

のを選べば、パソコンをつないでいな

くても設定できる。TAの選び方につ

いては、290ページの「プロダクトシ

ョーケース」を見てもらいたい。

OCNのアクセスラインは「ベスト・

エフォート型」のサービスと言って、

回線の"帯域"を保証していない。これ

はつまり、「128Kbpsの常時接続サー

ビス」といっても、いつも必ず

128Kbpsのパフォーマンスでデータを

やりとりできるわけではないというこ

とである。もっとも、インターネット

は混雑具合によって通信速度は変わ

るものだから驚くことはない。

この点については実際に使い始めて

からでないと分からないが、一般加入

電話のような「施設設置負担金」と

いう高い加入料が必要ないので、まず

使ってみて様子を見るという手もある。

データの使い勝手は各自の主観なの

で、もしも「遅くて使い物にならない」

と思ったら、アクセスラインを高速デ

ィジタル回線にするという手もある。
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独自ドメイン名を
取れば新しい
世界が開ける！
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（注）必要ならばIPアドレスの増設可能。割り当て数の上限なし。

■各社の
常時接続サービスの
違い

250円1メールアドレスあたりにかかる月額料金
（メールサーバーを自分で用意しない場合

250円 100円 150円

0120-047816問い合わせ先 0088-86 0070-800-464955 03-5213-7137

http://www.ocn.ne.jp/ocn
/index.html

関連情報 http://www.odn.ne.jp/ http://www.teleway.or.jp/ http://www.dion.ne.jp/

38,000円月額の料金 34,800円 34,800円 32,800円

16DNSをユーザーが用意する場合

サービス会社のDNSを使用する場合

8（注） 8（注） 8（注）

8付与される
IPアドレスの数

8（注） 8（注） 8（注）

日本電信電話株式会社（NTT）提供会社名 日本テレコム株式会社 日本高速通信株式会社 第二電電株式会社（DDI）

OCN
エコノミー

ODN
エコノミー

Sirius-α2

常時接続を申し込むと、インター

ネットの中でそれだけしかないIPアド

レスが割り振られる。そうなったら、

次には独自のドメイン名を取得しよ

う。ドメイン名とIPアドレスの取得は、

それぞれのプロバイダー（OCNなら

NTT、ODNなら日本テレコム）に代

行して申し込んでもらうのが一番簡単

だ。ODNの場合、日本テレコムなら

ば、ドメイン、IPアドレスそれぞれ

1,000円の手数料で取得できる。その

他にJPNICの申請料としてそれぞれ

5,000円かかる。また、ドメイン名の

維持管理手数料として1ドメイン名ご

とに毎年10,000円かかるので注意し

よう。ドメインとIPアドレスの代行手

数料も表Step4-3に示したので参考に

してほしい。

独自ドメイン名を取得すれば、メー

ルアドレスも覚えやすい（覚えてもら

いやすい）し、WWWサーバーを構築

した場合にも、URLがわかりやすい。

何よりも、独自のURLを持っていると

いうだけで、インターネット上で「一

国一城の主」になったようで気分がよ

いではないか。SOHOでは、名刺に社

名を表わすドメイン名があれば、それ

が会社の「看板」としても使える。こ

こまでやればSOHO環境は完璧だ。

第二電電株式会社が提供する

DIONは、常時接続サービスを提供し

ている4社の中で32,800円ともっとも

低い料金を実現している。

ただ、付与されるIPアドレスは基本

的には8個で、追加は顧客の希望によ

り、無制限。日本高速通信株式会社

が提供する「Sirius-α2」も同じく付

与されるIPアドレスに制限はない。

OCNと違ってIPアドレスの制限がな

いことはメリットの1つだが、気をつけ

たいのは、IPアドレスの増加はあくま

でも必要があればの話。サポートスタ

ッフと協議して、ネットワークの規模

的に特に必要性が感じられない場合

は、付与されない場合がある。

また、ODNと同じように、DION

もSirius-α2も、OCNのアクセスラ

インを使用している。だから、OCN

の提供地域でなければこのサービスを

利用できない。

OCNやODNと違って、この2つの

接続サービスはまだ始まったばかり。

いずれにしても、まだ品質は分からな

いし、いまはよくても今後は混雑も予

想される。しかし、とにかく月額料金

は安いので、小規模オフィスや個人で

も十分に検討の余地のあるサービスと

いえるだろう。

工事日が決まると、NTTから「利

用開始通知書」が送られてくる。ユ

ーザーに割り振られたIPアドレスなど、

各種の設定情報が書かれているので、

これにしたがってコンピュータの設定

をする。あとは業者が回線の引き込み

に来るのを待つだけだ。工事自体は、

特殊な家屋でなければ1日で終了する。

初期導入費用については、公衆電

話回線の導入時にかかる「施設設置

負担金」の72,800円は不要だ。契約

料に800円、屋内配線費として3,800

円、DSUを同時に設置してもらう場

合は機器工事費として3,500かかる。

このほかにかかる基本工事費は4,500

円だが、家屋の構造によって多少違

ってくる。これらは、総額で15,000

円程度は見積もっておきたい。

ODNエコノミーの場合はOCNエコ

ノミーの場合と少し違う。「初期導入

費用」がNTTよりも少し高く、3,000

円かかる。OCNエコノミーでは800円

の「契約料」にあたる代金だ。屋内配

線、DSU設置の工事、基本工事につい

てはOCNとまったく同じだ。初期費用

は少しだけ割高なODNエコノミーだ

が、月額料金はOCNよりも安価（下

の表を参照）なので、提供地域に在

住の人は検討してみてはいかがだろう。
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SOHOと
フレックスプレイス

nn..........

およそ2年前、本誌1995年11月号

の特集は「スモールオフィス&ホーム

オフィス推進計画」だった。そのとき

の冒頭に、次のような記述がある。

SOHO「ソーホー」<名>

Small Office & Home Officeの略

（1） 自宅と会社をコンピュータネ

ットワークで結ぶことで、出社しなく

ても会社と同じ環境を自宅に実現す

ること。

（2）コンピュータネットワークを使

うことで、小さな規模の会社でも他の

会社と連携をとりながらビジネスをす

ること。

（3） より積極的に会社というスペ

ースから独立することで、効率のよい

仕事をする環境のこと。

すなわちSOHOとは、ある程度の大

きさの会社に勤務する社員が自宅に

SOHO環境を作る形態から、小人数

からなる小規模の会社、さらには個人

が自宅で仕事をする場合まで、すべて

の形態を含むことになる。しかし少な

くとも本誌では、どの形態においても

ただ単にLANを導入したり、インター

ネットに接続しただけではSOHOとは

呼ばないこととしている。

仕事と呼ばれるものには、いろいろ

な種類のものがある。ここで、会社に

出社して行う作業としての事務の仕事

を見てみると、その形態から大きく2

つのものが考えつく。ひとつは、机に

向かって作業するいわゆるデスクワー

クというもので、もうひとつは、複数

の人と同時に集うことが作業の基本と

なる会議やミーティング、来客応対な

どである。

まずは会議やミーティングについて

考えてみる。ネットワークに関する科

学技術が進歩し、人々の意識も変わ

ったとはいえ、会議やミーティングを

フレックスプレイスで行うのは、まだ

時期尚早といった感がある。顔を突き

合わせる場というものは、捨て切れな

いわけだ。

では前者のデスクワークの場合はど

うだろうか。デスクワークの場合は、

ある決められた時間内に、決められた

作業を終えることが第一の目的とな

る。この目的のみを考慮すれば、作業

を行う場所については本来制約はない

はずだ。それが会社の近くの喫茶店で

あろうと、リゾートホテルの客室であ

ろうと、自分の家の一室であろうと、

作業を終えさえすれば目的は達せられ

る。このときに重要なのが、会社のデ

スクにいるときと同じ生産性を達せら

れる環境があることである。この環境

が実現できれば、作業を行う場所につ

いては制約がなくなるわけだ。これが

「フレックスプレイス」ということにな

る。ネットワークを利用すれば会社の

環境を自宅利用することなど、たやす

いことなのだ。

ここまでのページで、SOHO環境の作り方は分かってもらえただろう。しかし物理
的な環境を整えても、有効に運用しなくては真のSOHOとは言えない。それこそ
「仏作って魂入れず」だ。Step5では、特集のまとめとして、SOHOの活用につ
いて解説したい。

よりよいSOHOのために
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今回の特集でここまで段階を追っ

てきたものは、SOHOの形態すべてに

あてはまる。たとえば、Step1でのモ

デムによるダイアルアップ接続から

ISDNのダイアルアップルーターへのス

テップアップを考えてみる。社員が自

宅にSOHO環境を作成する場合、す

でに存在する会社内のイントラネット

やさらにその先のインターネットへ、

何の意識もなくシームレスな接続を実

現することを意味する。また、小さな

会社や個人の場合、自宅からインタ

ーネットへ接続する際の意識的な壁を

取り払う意味を持つ。

ネットワークを利用して自宅に会社

と同じ環境を作るということは、会社

のイントラネット環境を自宅にまで延

ばすということである。そうして、自

宅で生産性の高い仕事を行うわけだ。

ここで必要となるのが、有用なイント

ラネット用のソフトウェアである。

イントラネットの利用では、「情報

の交換と共有」が重要なキーワードで

あると前述した。情報の交換だけで

は、単にネットワーク接続をしただけ

であり、フロッピーを使わずにデータ

をやり取りしているだけである。もっ

と言えば、宅配便やバイク便の代わり

にしかなっていない。交換だけではな

く、情報を「共有」し、コラボレー

ションしながら作業を進めていくこと

こそ、真のイントラネットなのだ。

インターネットへの展開では、（も

ちろんセキュリティーの面での問題点

はあるけれども）イントラネットと同

様の操作方法でインターネットへアク

セスできれば、インターネット全体を

生産性向上の道具として利用できる。

小規模の会社が別の会社と共同作業

をするような場合でも、インターネッ

トを介して両社のSOHO環境を統合

し、容易にコラボレーションが可能と

なる。

ここまで考えると、SOHOを成功さ

せるには、特にイントラネットソフト

ウェアの良し悪しが大きく影響するこ

とがわかる。それだけに、ハードウェ

アの導入よりもソフトウェアの導入の

際には慎重に検討する必要がある。導

入したソフトがニーズに合致せず、ソ

フトウェアを変更するとなると、無駄

な労力と費用を消費することになるか

らだ。

さて、SOHOに必要なハードウェア

とソフトウェアを導入したら、自然と

生産性が向上するのであろうか。答え

はもちろん「否」である。導入した環

境を積極的に、かつ効果的に利用し

なければ、ただのおもちゃで終わって

しまう。報告事項を紙に印刷して回

覧するといったことはやめ、すべてを

イントラネット上のデータとする。こ

うすれば、社内にいる人もSOHO環境

で仕事をしている人も、まったく同じ

情報を得られることになる。

リソースを共有し、お互いが知って

いる情報を提供しあうことで、それぞれ

の作業の効率化を図り、ひいては全社

的な生産性を向上させる。これは、

SOHO環境にいる人と会社に出社し

ている人が同じ情報を共有しているか

らこそ可能なことなのだ。

実際にどんな方法をとればSOHOで

役に立ち、生産性向上につながるのだ

ろうか。基本は2つである。それは見

出しにも書いたとおり、ウェブを使っ

た情報の共有と電子メールを使ったコ

ミュニケーションである。これら2つ

は、一番手軽に使えて、かつ一番強

力なコミュニケーションツールとなり

うる。SOHOやイントラネット全体の

みならず、インターネットやエクスト

ラネットへの拡張においても、インタ

ーネット標準のこれらのソフトウェア

は他の人とコミュニケーションするた

めにそのまま利用できる。とりあえず

は、この2つのソフトウェアを有効利

用することを目標にするとよい。

●

一般にインターネットはコンテンツ

の充実などのいわゆる「メディア」的

な側面が注目されてきたが、ここにき

て仕事をする上での基盤としての興味

が高まっている。その象徴がSOHOと

いう4文字だといえよう。

SOHOの形態の中でも、完全に個

人でのみ作業をしている場合を除く

と、最終的にはイントラネット用のサ

ーバーを導入することが目標になる。

そして、社内データベースなどの資源へ

のアクセスを、WWWブラウザーを利用

して統一的なインターフェイスで行え

ばよい。また、オフィス内のスケジュ

ール調整などのオフィスのカレンダー

機能も持たせることができる。ここま

でくれば、SOHO環境は完璧である。

あとはあなた自身が、その環境を有効

に利用しながら、どんな独創的なこと

を生み出していくか、だけだ。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



 

Copyright © 1994-2007 Impress R&D, an Impress Group company. All rights reserved. 

［インターネットマガジン バックナンバーアーカイブ］ ご利用上の注意 

 

この PDF ファイルは、株式会社インプレス R&D（株式会社インプレスから分割）が 1994 年～2006 年まで

発行した月刊誌『インターネットマガジン』の誌面を PDF 化し、「インターネットマガジン バックナンバー

アーカイブ」として以下のウェブサイト「All-in-One INTERNET magazine 2.0」で公開しているものです。 

 

http://i.impressRD.jp/bn 

 

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。 

 

 記載されている内容（技術解説、URL、団体・企業名、商品名、価格、プレゼント募集、アンケートなど）は発行当

時のものです。 

 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています。著作権はそれぞれの記事の著作者（執筆者、写真

の撮影者、イラストの作成者、編集部など）が保持しています。 

 著作者から許諾が得られなかった著作物は収録されていない場合があります。 

 このファイルやその内容を改変したり、商用を目的として再利用することはできません。あくまで個人や企業の

非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。 

 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用する際は、出典として媒体名および月号、該当ページ

番号、発行元（株式会社インプレス R&D）、コピーライトなどの情報をご明記ください。 

 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


